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り
妻
。
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草
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向
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ζ
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芸
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み
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持

ち
の
か
た
に
つ
い
て
今
回
の
政
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雪
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点
目
な
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の
で
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標
準
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Zわ
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ま
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一
た
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は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
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法
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よ
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改
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一
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申
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あ
げ
ま
す
。

一
ム
県
コ
ロ
ニ
ー
開
会
七
万
円
一

仁
す
る
た
め
、
つ
ぎ
告
に
よ

一
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e

し
で
も
適
し
ま
す
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証
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一

あ
る
乙
と
ど
存
じ
ま
す
の
で
、
そ
一
ム
大
村
市
社
協
二
十
五
四
百
円
一て
く
だ
さ
い
。

FEz-z土
石
安
静
岡
な
ど
に
註
窟
肥
、
化
学
肥
料
妻
く
し
、
十
は
稲
の
立
毛
の
内
に
落
水
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レ

大
き
い
の
で
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用
肥
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を
ニ
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く
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さ
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は
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務
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位
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を
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。
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干
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質
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飼

料
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得

ら

長

崎

県

殉

国

者

秋

季

一

て
か
る
か
た
や
、
そ
の
他
の
宮

可

奪
事
実
震
つ
ぎ
の
と
の
問
に
三
1
四
国
位
の
刈
取
り
一
キ
ロ
二
百
円
倍
率
癒
し
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
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ス
自
体
れ
る
で
し
ょ
う
。
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よ
り
、
支
給
来
停
止
さ
れ
て
い
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ま
し
た
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で
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橘
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来
、
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八
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。
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よ
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、
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よ
り
え
ま

し
た
募
金
は
県
に
お
き
ま
し
て
慎

重
審
査
の
上
、
各
民
聞
社
会
福
松

腕
設
な
ど
に
配
分
さ
れ
、

気
の
毒

な
方
々
を
れ
ぐ
さ
め
励
ま
し
支
た

地
域
の
福
組
活
動
に
大
き
な
役
割

を
は
た
さ
せ
て
い
だ
だ
さ
ま
し
た

本
市
の
昨
年
度
の
事
績
は
六
十

万
六
千
八
百
七
円
で
目
標
額
の
八

十
五
%
の
良
好
な
成
績
で
と
ざ
い

ま
し
た
。

運

動

始

ま

る

10月18日

十
月
は
国
保
振
興
の
月

22 

被
保
険
者
の
加
入
を
促
進

届

出

の

場

所

届

出

の

期

間

ム
錫
所
長
崎
県
忠
盤
搭

な
お
遺
族
の
か
た
に
は
遺
族
軍

参
拝
券
の
交
付
巻
十
月
九
日
よ
り
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二
日
ま
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事
蜜
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。
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す
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で
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理
に
あ
た
っ
て

は
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と
く
に
つ
ぎ
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
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原
材
料
は
で
寄
る
だ
付
鮮
度
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い
も
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を
え
ら
ぶ
乙
と
。
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に
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を
使
用
す
る
場

合
は
、
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る
べ
く
生
食
を
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げ
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と
か
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と
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方
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の
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に
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当
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日
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中
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二
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余
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が
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い
ま
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後
行
楽
の
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ズ
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に
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り
、
各
国
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が
行
わ
れ
、
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弁
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、
会
食
等
の
機
会

が
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な
る
乙
と
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さ
れ

い
ま
す
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と
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府
市
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と
も
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う
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上
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た
め
、
林
一
な
お
上
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忠
議
ろ
ん
は
、
十
二

園
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
機
械
に
よ
一
業
機
械
の
普
及
と
技
術
の
練
摩
を
一
月
二
十
三
日
に
東
京
で
行
な
む
れ

る
植
林
地
下
刈
競
技
会
ず
開
催
さ
一
図
る
た
め
行
な
わ
れ
た
も
の
で
と
一
る
。
天
皇
杯
争
奪
槌
業
祭
に
参
加

鈴
田
の
上
野
忠
義
さ
ん

農
林
大
臣
賞
を
受
賞よ

つ

大
村
市
保
険
衛
生
観
で
は
十
月
一
乙
れ
ら
未
加
入
の
夜
、
乙
の
期

一

世
相
国
民
健
康
保
険
振
興
月
間
と
し

一
間
申
に
届
を
さ
れ
ま
す
と
特
別
に
一
市
役
所
保
険
衛
生
酔
ま
た
は
出

と
く
に
被
保
険
資
格
者
の
加
入
を
一有
利
な
取
扱
い
巻
い
た
し
ま
す
の

一
眼
所

促
進
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
一
で
、
も
れ
な
く
届
出
を
さ
れ
ま
す
一

l
ij
il
i
l
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-
、i
i

と
承
知
の
と
お
り
昭
和
三
十
四
一
ょ
う
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
.
一

一

届

出

の

手

統

一

年
四
月
か
ら
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民
情
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と
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l
i
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な
り
、
国
民
会
部
が
医
療
保
険
の

ご

届

出

る

べ

き

人

二

ム
現
在
国
保
の
被
保
険
者
で
あ

適
用
孝
つ
貯
る
こ
と
に
な
っ
て
お
一

市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人
一
る
世
帯
に
追
加
す
る
と
き
は

り
ま
す
。
従
っ
て
つ
ぎ
に
該
当
す
一
で
国
民
担
康
保
険
、
ま
た
は
職
場
一
国
保
の
被
保
険
者
証
と
印
鑑

る
人
は
国
民
健
闘
配
保
険
の
被
保
険
一
の
陛
康
保
険
(
臼
周
保
健
、
共
済
一
を
持
容
す
る
乙
と

者
に
な
る
べ
袋
詰
務
が
あ
り
ま
す
一
組
合
室
d

む
)
の
適
用
壱
つ
貯
て
一
ム
世
帯
全
員
が
新
し
く
国
保
の

保
険
者
{
市
)
と
し
ま
し
で
も

一
い
な
い
人
。
た
だ
し
生
活
保
護
法
一
被
保
険
者
に
な
る
と
き
は
印

脱
漏
者
の
防
止
に
つ
と
め
て
お
り
一に
よ
る
保
護
受
給
者
、
相
国
人
等
一
鑑
を
持
参
す
る
乙
ど

ま
す
が
、
ま
だ
国
民
健
康
保
険
の

一

は

除

く

。

一

ム

社

会

保

険

キ

脱

退

さ
れ
た
か

適
用
を
う
付
て
い
な
い
人
が
た
び
一
一

一
た
は
事
業
所
の
鉦
刷
曹
を
持
容
す

た
び
発
見
さ
れ
る
状
況
で
す
・

一
一

る
こ
と
。

(
保
険
衛
生
課
)

毒
二
の

発

生

を

防

止

し
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，を
と
る
こ
と
。

ム
鉢
盛
り
、

折
り
詰
を
作
る

時
に
は
温
い
も
の
と
冷
た
い

も
の
を
同
時
に
詰
め
合
せ
な

い
と
と
。

ム
調
理
前
に
は
、
必
ら
ず
消

毒
薬
に
よ
る
手
洗
い
者
励
行

す
る
ζ
と
@

わ
れ
る
食
物
は
た
べ
な
い
と

と。
「乙
れ
く
ら
い
な
ら
:::」

と

か
「
も
っ
た
い
な
い
」
な
ど
と

考
え
る
乙
と
が
食
中
穫
の
原
因

に
お
り
ま
す
。

(
保
険
衛
生
楳
)

ム
州
調
理
場
内
に
は
、
ね
ず
み

や
昆
虫
の
侵
入
を
防
ぐ
と
と

ム
食
品
あ
扱
っ
た
り
、

調
理

を
す
る
人
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
手
の
傷
で
も
化
脚
レ
て
い

る
時
は
、
指
サ
ッ
ク
な
ど
を

使
用
す
る
こ

t
。

ム
少
レ
で
も
疑
む
し
い
と
思

さ
れ
ま
す
。

(
農
林
繰
)

ま受 l 義羅福 i
た付十暫損災江 ;
は場月

号(各所 十 11 金者市 i
i密室品音音品救大 ;
三事所 祉 ニ の援火 i
護霊土募

号む 漂白集

県
民
手
帳
を
あ
っ
せ
ん

市
で
は
悶
和
三
十
八
年
版
長
崎

県
民
手
帳
の
予
約
申
込
み
奉
受
付

げ
て
お
り
ま
す
。
購
入
ど
希
望
の

万
は
庶
務
課
ま
で
早
自
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。

ポ
ケ

ッ
ト
型
(
七
・
三
一
つ

×

十
一
・
六
円ン)

表
紙
ピ
ニ
シ
ー
ト
さ
し
込
式

(名
刺
、
定
期
券
入
付
)

糟
緑
色
再
級
民
本

頒
有
価
格
九
+
円(

庶
務
課
』



‘大村市政だ (三〉

秋の交通

安全運動

道
路
を
虞

安
全
に

道
路
上
で
の
注
意
事
項

(矛332号)

来
る
十
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
一
よ
く
守
っ
て
、
乙
れ
を
実
行
す
る

ま
で
の
十
日
間
、
会
菌
一

斉
に
秋
一
乙
と
に
よ
っ
て
、
交
通
事
故
の
発

の
交
通
安
全
部
動
が
行
お
れ
る
こ
一
生
者
断
ぎ
.
安
全
で
明
る
い
暮
し
一ム

と

に

な

り

ま

じ

た

。

一

が

で

き

る

む

で

す

。

一

大
村
市
内
で
の
交
通
事
故
の
発
一
ζ
の
運
動
を
機
会
に
お
互
が
協
力

一ム

生
状
況
は
、
本
年
一
月
か
ら
八
月
一
し
あ
っ
て
交
通
事
故
を
な
く
す
る

一

末
ま
で
に
発
生
件
数
八
十
一
件
で
一
乙
と
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

一

死
亡
二
人
、
負
燭
者
八
十
五
人
と
一

一

い
う
多
く
の
人
が
交
通
事
故
の
犠
一

こ

れ

だ

け

は

必

ら

一ム

位

と

な

っ

て

お

ら

れ

交

す

。

一

ず

守

り

ま

し

ょ

う

一

私
達
は
い
つ
、
ど
乙
で
、
ど
の
一

一ム

よ
う
な
事
故
に
出
あ
っ
た
り
、
起
一
山
・
E
E--E
E-
-w

一
川
歩
く
と
き
は

し
た
り
す
ス
か
わ
か
り
ま
せ
ん
.
一

市
民
の
皆
さ
ん

一
人

一
人
が
注
智
一
-
F
E
E
-
-

島

で
定
め
ら
れ
た
乙
々
を
よ
く
し
り
一
ム

り

止 と て と 小 乙 道 る 左 ら道ら歩し道
ま。ーき さ と路 乙のず路ず道て路
つ 人はど・をと安ーを歩の歩の
て 歩、子 斜。 全度横 道 あ く 右
い き必供 め を止 切 を る 乙 端
る をおを に 確まる歩ととを
車 さ ず つ 横 か っとき乙。
のせ手れ 切めてきまろ 車

な を て らて、はしでに
前い引いな わ 右 、よは注
や といる いたと 必う必意

ム ム 呈l川川I口川川l川川川11

; 自;
ー 和 転 i

ご車 i
'一 回

; き(~
…-

Eは二三
-ー

絶鉄乙道後
対道と路か
し線。上ら
な路 で 横
いつ の切
乙た 立ら
とい 話な
。のはい
歩し乙
行 な と
』ま U、。
ム

よ

自
転
車
の
二
人
の
り
は
し
な

一ム

い
と
と
。

一

右
や
左
に
ま
が
る
時
は
、
必

一ム

ら
ず
、
手
合
図
会
し、

注
意

一ム

し
て
徐
行
し
な
が
ら
曲
が
る

歩
道
の
な
日
と
と
ろ
で
は
、

ム

品
司
会

vA一語
1
守
2y
A
日
守
会
宮
ゴ“日一
一ヲ

2.
雫
-A
7
弓
宅
，日当
7
3
2叩

4
日
刊
V
-一
司
弓
J
d
ヨ
ヲ

弓
当
，A
Uw-
-今今
九
日
河
吋
y令
司

i
刊
す
古
川

=γ
べ
刊
ザ
会
ヨ
A
H
V
号
丹
・
A
リ・

4

(毎月1日.10.日!O日発行〉
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車f用 判訟4人会事畢0そヱの事叩能vオ政E盲走量措精す車閃3ロ雄民事品制並サ幹殿主説事主博書基臨叫車本
側手

事事f 業1tlBe
の ~jr 3写 ?与 4仁賞金
gお

施 轄を

耕手
的 主写

耕-it官会民8私的-5) z年

験会陶勢企。酔桜t再台暗勾車
言文

8ヰ

車lたn?槽Rりτ抱要Eミh合事ル1~介権引抑円骨パ制量ル音ろ向量7 
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1妻和宇
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祐吉主嘩Jだ

果
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持告
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昭和 37年 10月 1日
戸』ー ぐ昭和33年4月zz日第三種事E便物認 1可〕

男rJ事業

ム

と
と
。

一一
一差
路
や
、
十
字
路
で
は
、

必
向
ず
、
一
度
と
ま
っ
て
、

危
険
で
な
い
と
と
を
確
か
め

て
直
進
す
る
か
ま
た
は
曲
が

一ム

る
こ
と
。

一

手
は
な
し
運
転
や
、
蛇
行
進
一
心

は
レ
な
い
と
と
。

一

迫
越
ヲ
と
き
円
以
外
は
、
道
路
一
ム

の
左
端
を
一
列
に
進
行
す
る

と
と
。

無
謀
な
ス
ピ
ー
ド
は
出
さ
な

い
と
と
.

ζご』ム
Eを自 i
i運動 i
i転車 i
iす ・
Eる バ E
Eとイ
Eきク i

乗
る
ま
え
に
、
必
r
わ
ず
車
の

点
検
を
す
る
と
と
。
一
込

制
限
速
肢
で
運
転
す
あ
と
と

一
a

っ
か
れ
た
ら
、
休
養
そ
と
り
一
、
ふ

無
茸
む
運
転
を
し
な
い
と
と
F
a

農

業

資

金

の

作

り

方

一ム

円
そ
の
こ
μ

横
断
歩
道
の
あ
る
と
こ
ろ
、

一

〉
一:leu--
f
:
~
バ
~
よ
.
♂
.り
.、.υ

一
う
シ
シ
メ
子

.i.一一.い一一
γ.
一日今
山
.. 

• 

曲費角

交言差震点
、

ゴ三芸一芸差路笠な竺一

べ

Fお
JJ
〈
一
ン
ン
口
氾
口
/
川

1f刊ぐシ
υ.山

J

ぺト…γ…j¥反.討匂咋

ど
で
は
必
ら
ず

一

時

停

車

ご

γ
b
F
γ

桝

同

炉

問

ル

均

七

月

八

日

の

豪

雨

に

よ

る

市

税

ま

し

た
の
で
ど
承
知
だ
さ
い
。

る
か、

徐
行
す
る
と
と
。

HEth-ixMr;MAIm-i白
川

-rJfJげ

Iijf
減
免
の
骸
当
者
に
九
月
二
十
六
日
な
お
と
不
明
の
点
は
税
務
課
ヘ

無
理

i越
は
絶
対
に
し
な
一
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
開
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
若
心
付
で
減
免
題
意
郵
送
い
た
し
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
(
税
務

g

vと
と
c

一

酒
ぞ
の
ん
だ
ら
運
転

レ

な

い

一

催

従

業

員

を

募

集

あ

る

も

の

。

4
1
p
i
l
i
i
o
i

一

申

込

制

限

は

士

月

二

十

日

ま

第

三

田

市

民

音

楽

会

は
個
人

乙
と

引

一

市

霊

僻

で

は

競

艇

開

催

臨

時

で

で

す

。

ム

出

問

時

閥

H止一
丈
人
土
(
一
百
問
足
体5)

 

今
志
か
ら
量運
転
でし

辛
考
つ
と
安
す
る
三
7玄従霊叫筆輩業芹覧員号疹妻募霊焦
し
量
ま
す
。
な
お
く
わ
し
い
乙
と
は
長
崎
県
ム
期
日
H
十
一
月
一
百
(
文
化
の
百
で
、
一

O
分
以
内
と
す
五

人
に
位
、
酒
害
す
め
な
い
一
ム
市
内
在
住
者
で
瀬
十
A
才
か
ら

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

会

「

電

話

回

)

ム

申

込

H
所
定
の
申
込
聞
紙
に
よ

と

と

。

一

四

十

五

才

ま

で

の

女

子

二

七

石

き

か

大

記

事
業
叡
ム
時
間
H
午

前

九

時

よ

り

り

十

月

十

日

ま
で

警

霊

会

ム

鉄
道
踏
切
は
、
必
ら
ず
一

旦
一
ム
募
集
人
員
十
数
名
(
電
一
世
一
三
四
二
番
)
ヘ
間
合
わ
ム
場
所
H
大
村
市
中
央
公
民
館
社
会
教
育
課
へ
な
お
群
し
い
こ

停
車
雪
る
と
と
。

L
ム
選
議
目
標
十
月
二
十
七
せ
て
く
だ

さ

い

。

ム

害

加

資

格

H
市
内
在
住
者
で
音
と
は
同
謀
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

ム
お
た
が
い
に
、
ゆ
ず
り
合
b
一

日

午

蜘

九

時

裏

献

(

富

霊

堂

本
業
と
し
な
い
団
体
ま
た
だ
さ
い
。

運
転
准
す
る
こ
と
。
玄
選
考
方
法
一
般
常
識
、
珠
算

一

面

接

仁

川

フ

ル

じ

ン

ザ

ヂ

一昨

日んじ-ルル
-民

恥
じ
ん
じ
三E一
-王手

書

道

講

座

を

開

催

一
小
さ
い
子
供
…
一
会
第
一
軒
肪
十
月
十
ニ
日
ま
で

l

中
央
公
民
舘
成
入
学
校
の
一
環

聞

に

対

す

る

責

任

也

事

業
一訴
に
履
歴
一
曹
を

提

出

す

る

十

日

か

ら

二

十

日

ま

で

と

し

て

書
道
講
座
窓
聞
き
ま
す
。

圃

回

一

ζ
と

ど
な
た
も
ふ
る
つ
で
ど
参
加
く
だ

一

、

イ

シ

フ

ル

エ

ン

ザ

の

予

防

接

種

ム

料

金

大

人

H
H
百
六
十
円
小
人
日
言
、
。

交
通
の
激
レ
い
r
道
は
た
で
、
一
な
あ
、
く
わ
し
b
乙

と

は

事

業

、

遊
は
せ
な
い
乙
と
。
一
留
に
あ
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
を
実
施
b
?し
ま
す
の
で
、
希
望
八
十
円
で
接
種
当
日
品
し
ま
。
科
目
霊

鉄
道
む
踏
切

露

堅
で
遊
一

喜

一

乃

の

震
で
申
込
ん

で

く

れ

件

計

器

日

戸

長

し

片

付

は

同

町

講
座
室

副
町
内
1
十
ル
投
げ
一

モ

l
タ

ポ

l
ト

選

手

ム
申
込
期
日
十
月
古
か
ら

す

ど

は
後
日
市
政
だ
よ
り
な
ど
で
合
間
お
よ
び
開
調
日

一

を

募

集

月

二

十

日

ま

で

お

知

ら
せ
し
ま
す
。

十
月
十
七
日
か
字
二
月
十
九

な

ど

を

さ

せ

な

い

乙

と

。

一

申

込

場

所

長

衛

義

ま

た

(

保

険

衛

生

課

)

日

ま

で

の

毎
週
水
曜
日

賢
物
季
る
時
な
ど
は
、
子
一

声
モ
ー
タ
ー
千
ト
競
走
会

は
各
出
事
例

営
手
在
日
な
さ
な

ν乙
と
一

で
は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
妻
=
-
=一一-
F==
-一----=
-一-一回ZE-=一
--=E-=--z-三=
-=-一
『
一--=目=EEZE
E
E
E
三
主
主
-
2
-

三-
=三E-
一-EE

ム
時
間
午
後
七
時
J
九
時

ヘ

大

村

瞥

察

署

〆

冥

し
て
お
り
ま
す。

A
申
込
資
格
市
内
在
住
の
男
女

/

大

需

霊

安

全

協

会

、

普

七

才

以

上

む

男

女

で

、

高

職

業

年

令

怯

と

V
ま
せ
ん

ム
申
込
節
目

I

寸

月

十

日

'

A
受

講

料

不

要

『

〈
心
開
師
山
本
部
之

先

生

伊

な
お
修
了
者
に
村
修
了
証
曹
を

交
付
し
ま
ヲ
。

(教
官
接
員
会
)

防
衛
庁

職

員

の

募

集

大
村
航
宅
隊
で
は
つ
ぎ
の
と
お

り
職
員
の
募
集
そ
し
て
お
り
ま

す。

ム
服
府
勢
集
人
民
お
よ
び

年
令
日
施
散
関
係
三
名
(
男
)

・
補
給
関
係
七
名
r
男
女
)
・

調
理
問
係
二
名
F

男
女
)
・
事

務
関
係
ニ
名
(
女
)
任
令
H
十

八
才
か
ら
三
十
才
ま
で
、
た
だ

し
事
前
相
関
係
は
十
八
才
か
ら
二

十
五
才
ま
で
。
願
書
締
切
日
H

十
月
十
日
な
お
く
わ
し
い
と
と

は
大
村
航
空
憾
に
間
合
わ
せ
て

く
だ

さ

い

。

(

庶
務
繰
)

ムム

前
号
で
質
金
制
度
む
航
路
接
説

明
か
た
し
玄
し
犬
が
、
本
制
度
を

駅
周
す
dZ
場
合
の
申
込
場
跡
な
ら

u
r期
限
同
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

f
申
ジ
場
院
一
日
宵
内
各
賢
也

ム
昨
込
釦
限

@
世
野
林
滑
業
資
金
U
十
月
一
一
一
十
一

日

⑥
自
作
農
維
持
創
静
資
金
H
一一月

}一↓
λ
臼

一

大

料

開

国

民

都

康

保

険

で

は

、

⑥
酔
業
折
代
化
資
金
H
九
月
三
一
従
来
船
付
の
対
象
と
し
て
い
な
か

十

日

一

っ

た

「入
院
の
さ
い
の
給
食
」
に

⑥
炉
撃
芸
能
営
近
代
牝
資
金
日
九
一
つ
い
て
十
月
一
日
か
九
給
付
主
夫

月
E
十

日

一

施

明

日

る

と
と
も
に
、
十
ご
月
一
日

⑥
県
果
樹
地
縮
振
興
資
金
H
十
一
こ
か
ら
は
助
産
賢
も
現
伊
平
円
を
千

月

ニ

十

日

一

五

百

円

ぶ
引
あ
げ
て
支
給
し
ま
す

⑥
酔
業
改
良
資
金
H
事
業
種
類
に
一
と
れ
で
国
保
も
社
ム
藻
険
と
同
様

よ

り

異

な

る

一

の

給

付

範

回

と
な
り
ま
し
た
.

⑥
天
災
資
金
H
H
災
曹
発
生
の
都
度
一
ど
京
一
知
の
と
お
り
国
保
事
業
は

そ
の
他
不
明
の
点
は
も
よ
り
の

一
国
の
補
助
と
保
険
税
で
運
営
さ
れ

躍
協
ま
た
は
甫
農
林
罫
へ
定
時
一
ま
す
が
、
国
の
絹
助
が
一
定
率
で

ね
く
だ
さ
い
。
一
あ
る
の
で
給
村
拡
大
分
に
つ
い
て

(
農
林
牒
)
一
は
憎
税
そ
伴
F

つ
わ
げ
で
す
が
今
回

七

月

水

害

に

よ

る

市

税

の

減

免

通

知

を

発

送

県
美
術
展
へ
の
出
品
申
込
は

大
村
中
央
公
民
舘
ヘ

大
村
中
央
公
民
館
で
は
炉
七
回
ム
会
期

長
崎
県
美
術
展
覧
会
{
県
展
)
の

申
込
tq
受
利
げ
て
お
り
ま
す
。

象

に

助

産

費

給

付

も

引

上

げ

さ

っ

て

出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

県
民
婁
額
uu
つ
ぎ
の
と
お
り
で

は
前
配
度
の
剰
余
命
を
こ
mu
財
源
雪
。

に
あ
て
て
お
り
ま
す
a

ム
究
称

A
H
れ
V
軒、

HU
a
i
f

入

院

時

の

給

食

も

給

付

の

対

長
崎
県
美
術
展
覧
会

納
税
組
合
を
結
成
し
保
険

税
は
納
期
内
に
完
納
を

ha
な
お
市
か
ら
医師
四
坦
当
者
ヘ
毎
一
納
税
組
合
未
結
成
の
と
乙
ろ
や

月
支
払
ろ
医
療
費
は
最
近
憎
加
し

一加

y
し
て
い
な
い
万
は
、
町
内
婦

て
き
て
お
り
ま
す
の
で
保
険
税
は
一
人
会
等
で
話
し
あ
い
結
成
ま
?
は

必
ず
「
納
期
内
完
納
」
ぞ
お
願
い

一
加
入
ヌ
-れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま

い
た
し
ま
す
。
納
期
積
に
お
さ
め
一す
。
ど
連
絡
が
あ
れ
ば
説
闘
に
う

ら
れ
ま
す
と
督
促
手
数
料
や
延
滞
一か
が
い
ま
す
。

金
等
余
分
の
お
金
4
q
納
め
る
乙
と

に
な
り
ま
す。

(
同
険
向
性
向
)

十
一
月
三
日
か
ら
十
一

月
十
日
ま
で

ム
州
品
解
門

洋
画
版
画
部
、
日
本
画
部
、
南

阿
部
、

宜
伝
奨
術
部
、

書
道
部

写
真
都
、
彫
塑
工
芸
部

ム
作
品
作
品
め
制
限
お
よ
び
点
数

山
い
品
作
品
ね
自
作
安
発
表
必
も

の
に
似
る。

出
品
点
数
は
各
部
一
人
一
一
一
点
以

内
J
ず
る
。

ム
出
品
手
数
料
一
点
に
つ
き
ニ

百
円
を
ル
作
品
聞
込
み
と
同
時
に

納
入
の
こ
と

ム
出
品
申
込
十
月
一
日
か
ら
二

十
日
ま
で
に
県
民
事
略
局
、
県

社
会
教
育
課
ヘ

ま
た
十
月
十
五
日
ま
で
は
大
村

市
申
央
公
民
館
で
も
受
付
H
りま

す
.

(
教
官
接
員
会
)


